
新型コロナ５類移行後の医療機関における面会制限について

県議会９月定例会の健康福祉委員会（10/7）において、委員から以下の質問がなされたことから、
現況や対応についてご意見を伺います。

資料４

【質問要旨】
令和５年５月に新型コロナが５類へ移行した際に、国からは「クラスター防止対策は継続しつつ、できる

限り入院患者への面会の希望が実現できるよう取り組みをお願いしていく」との通達が発出された。
しかし、２年経った今でも面会に制限があると県民の方からお聞きした。
病院に入院時の面会について、一番近しい同居の配偶者でも予約が必要で、さらに面会ができるのは週に

２回か３回という病院があったとのこと。
また、身内が金曜日に救急搬送されて入院したところ、土日は病院が休みで面会ができず、月曜日に面会

予約をし、面会ができたのが火曜日。つまり救急搬送から４日も経過してようやく面会ができたとのこと。
コロナ禍であれば、本当に仕方ないということもあるが、既に５類に移行している中でこのような状況は、

入院患者や家族のためにいかがなものかと思う。そこで、以下について伺う。

① 県内の医療機関における入院患者の面会の状況（特に県立病院の状況）
② タブレットを用いたオンライン面会の実施状況とその推進の可否

【参考：別添】厚生労働省「医療機関におけるマスク・面会について」（R5.10月）

○ 医療機関における面会については、面会の重要性と院内感染対策の両方に留意し、患者及び面会者の交流の機会を可能
な範囲で確保するよう各医療機関で検討をお願いします。

○ 地域における感染の拡大状況や入院患者の状況等のほか、患者及び面会者の体調等を総合的に考慮してください。
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